
◆
11
月
23
日
(月)｢

勤
労
感
謝
の
日｣

は

　

家
庭
ご
み
と
資
源
化
物
を

　

平
常
通
り
収
集
し
ま
す

　

収
集
日
に
あ
た
っ
て
い

る
地
区
の
か
た
は
お
忘
れ
な
く
。

●
問
い
合
わ
せ　

環
境
都
市
推
進
課

☎(

８
８
８)

５
７
０
９

　

11
月
に
、
市
と
次
の
２
社
が｢
高
齢
者

見
守
り
協
定｣

を
締
結
し
ま
し
た
。

　

高
齢
者
見
守
り
協
定
は
、
業
務
上
、

高
齢
者
と
接
す
る
機
会
の
多
い
事
業

者
が
、
配
達
や
戸
別
訪
問
活
動
中
に
郵

便
物
や
新
聞
が
溜
ま
っ
て
い
る
な
ど
と

い
っ
た
異
変
を
発
見
し
た
際
に
、
関
係

各
機
関
へ
通
報
す
る
も
の
で
す
。

▼

ゆ
り
は
か

(

サ
ー
ビ
ス
業･

終
活
支
援
、
生
活
支
援)

▼

㈱
ス
ズ
ケ
ン
秋
田
営
業
部
秋
田
支
部

(

医
薬
品
卸
売
業)

ご
協
力
い
た
だ
け
る
企
業
を
募
集
中
！

　

現
在
、
協
定
を
締
結
し
て
い
る
企
業

は
13
社
で
す
。
引
き
続
き
、
ご
協
力
い

た
だ
け
る
企
業
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
長
寿
福
祉
課
へ
お
問
い

合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

☎(

８
８
８)

５
６
６
８

◆
広
報
ID
番
号 

１
０
１
２
８
５
０

令
和
２
年
度 

犯
罪
被
害
者
週
間
標
語

小
さ
な
勇
気 

き
っ
と
だ
れ
か
の大

き
な
支
え

　

犯
罪
防
止
や
被
害
者
支
援

の
た
め
に
何
が
で
き
る
か
考

え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

市
民
相
談
セ
ン
タ
ー(

市

役
所
１
階)

で
は
、
犯
罪
被

害
に
遭
わ
れ
た
か
た
な
ど
か

ら
の
相
談
に
応
じ
、
各
種
手

続
き
に
対
応
す
る
窓
口
の
一

元
化
に
努
め
て
い
ま
す
。

●
犯
罪
被
害
者
な
ど
の
支
援
総
合
窓
口

☎(

８
８
８)

５
６
４
６

■
犯
罪
被
害
者
週
間｢
県
民
の
つ
ど
い｣

　

犯
罪
被
害
者
の
ご
遺
族
に
よ
る
講
演

な
ど
。
参
加
無
料
。
定
員
100
人
。
事

前
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。
詳
し
く

は
、
県
県
民
生
活
課
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
☎(

８
６
０)

１
５
２
２

日
時
▼

11
月
28
日
(土)
午
前
10
時
〜
午
後
０

時
30
分　

会
場
▼

に
ぎ
わ
い
交
流
館
３
階

多
目
的
ホ
ー
ル

　

学
校
適
正
配
置
に
関
す
る
地
域
協
議

は
、
第
1
段
階
の
地
域
ブ
ロ
ッ
ク
協
議

会
で
統
合
の
方
向
性
が
決
定
次
第
、
第

２
段
階
で
あ
る
学
校
統
合
検
討
委
員
会

へ
移
行
し
ま
す
。

　

中
央
地
域
の
八
橋
小
、
寺
内
小
の
２

校
は
、
こ
の
第
２
段
階
へ
進
み
、
今

後
、
両
校
の
関
係
者(

地
域
代
表
、
Ｐ
Ｔ

Ａ
代
表)

で
統
合
の
可
否
を
検

討
し
て
い
き
ま
す
。
傍
聴
希
望

の
か
た
は
、
直
接
会
場
へ
お
越

し
く
だ
さ
い
。
受
け
付
け
は
先

着
順
で
す(

定
員
を
超
え
た
場

合
、
入
場
制
限
あ
り)

。

◆
八
橋
小
、
寺
内
小
の

　

第
１
回
学
校
統
合
検
討
委
員
会

　

11
月
27
日
(金)
午
後
６
時
30
分
〜
７
時

30
分
、
八
橋
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
で

●
問
い
合
わ
せ　

学
校
適
正
配
置
推
進

室
☎(

８
８
８)

５
８
１
２

　

子
ど
も
の
不
登
校
や
不
登
校
傾
向
に

悩
む
保
護
者
、
教
職
員
か
ら
の
相
談
に

応
じ
ま
す
。
臨
床
心
理
士
と
保
護
者
に

よ
る
座
談
会
を
行
っ
た
後
、
臨
床
心
理

士
に
よ
る
個
別
相
談
を
行
い
ま
す
。

　

座
談
会
に
定
員
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

個
別
相
談
は
先
着
20
組
と
な
り
ま
す
。

日
時
▼

12
月
13
日
(日)
午
後
１
時
〜
４
時

会
場
▼

市
役
所
３
階
の
中
央
市
民
Ｓ
Ｃ

で
。
座
談
会
は
洋
室
４
、
相
談
は
洋
室

４･

５･

６
と
音
楽
室
１･

３･

４
、
和
室

１
で

申
し
込
み
▼

11
月
24
日
(火)
か
ら
学
校
教
育

課
☎(

８
８
８)

５
８
０
８

◆
世
界
エ
イ
ズ
デ
ー
に
合
わ
せ
て
、
12

月
１
日
(火)
か
ら
20
日
(日)
ま
で
、
セ
リ

オ
ン
を
赤
く
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
し
ま
す

…
赤
色
は
、
エ
イ
ズ
へ
の
理
解
と
支
援

を
表
す
シ
ン
ボ
ル｢

レ
ッ
ド
リ
ボ
ン｣

の
色
で
す
。

◆
エ
イ
ズ
検
査･

相
談(

無
料･

匿
名)

　

採
血
し
て
か
ら
１
時
間
程
度
で
結
果

が
わ
か
る
エ
イ
ズ
検
査
と
相
談
を
、
市

保
健
所(

八
橋)

で
行
っ
て
い
ま
す
。
ご
希

望
の
か
た
は
、
電
話
で
事
前
に
、
健
康

管
理
課
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

☎(

８
８
３)

１
１
８
０

実
施
予
定
日

日
中
検
査(

午
前)

＝
毎
月
第
２
火
曜

日
中
検
査(

午
後)

＝
毎
月
第
３
木
曜

夜
間
検
査
＝
毎
月
第
４
木
曜

６

●文中の｢SC｣はサービスセンターの略

文中の｢広報ID番号｣を、秋田市ホームページ上の
検索画面(右)に入力すると当該ページへ移行します ｢広報ID番号｣をここに入力！

11
月
25
日
▼

12
月
１
日
は

｢

犯
罪
被
害
者
週
間｣

で
す

｢

高
齢
者
見
守
り
協
定｣

を

新
た
に
２
社
と
締
結

学
校
統
合
検
討
委
員
会
を

開
催
し
ま
す

心
の
ふ
れ
あ
い
相
談
会

12
月
１
日
は

｢

世
界
エ
イ
ズ
デ
ー｣

で
す

犯罪被害者等支援
シンボルマーク
｢ギュっとちゃん｣

＊�

掲
載
し
た
催
し
な
ど
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
予
防
な
ど
の
た
め
、
中
止
ま
た
は

変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
実
施

の
有
無
に
つ
い
て
は
、
事
前
に
主
催
者
に
ご

確
認
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
会
場
で
は
マ
ス
ク

の
着
用
な
ど
を
お
願
い
し
ま
す
。

協
力
企
業
に

進
呈
す
る

ス
テ
ッ
カ
ー



　

秋
田
市
社
会
福
祉
協
議
会(

八
橋
の
秋

田
市
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
内)

で
は
、
低

所
得
世
帯
や
障
が
い
者
世
帯
、
高
齢
者

世
帯
へ
の
生
活
福
祉
資
金
の
貸
し
付
け

に
関
す
る
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
来

所
の
際
は
、
事
前
に
電
話
で
ご
予
約
く

だ
さ
い
。
☎(

８
３
８)

６
４
７
７

貸
付
内
容
▼

高
校
や
大
学
な
ど
へ
進
学

す
る
た
め
の
入
学
金･

授
業
料
な
ど
の

費
用
、
福
祉
用
具
購
入
費
、
冠
婚
葬
祭

費
、
住
宅
改
修
費
、
転
居
費
な
ど

◆
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ

る
休
業･

失
業
な
ど
で
、
生
活
資
金
に

お
困
り
の
か
た
へ
の
特
例
貸
付
の
相

談
や
受
け
付
け
も
実
施
し
て
い
ま
す

(

12
月
末
ま
で)

。

　

日
本
年
金
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ

る｢

ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト｣

を
ご
利
用
い
た

だ
く
と
、
い
つ
で
も
ご
自
身
の
年
金
記

録
を
確
認
で
き
る
ほ
か
、
将
来
の
年
金

受
給
見
込
額
に
つ
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な

パ
タ
ー
ン
の
試
算
を
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

日
本
年
金
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp

s://w
w

w
.n

en
kin

.go
.jp

●
問
い
合
わ
せ　

　

ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０-

０
５
８-

５
５
５

◆
秋
田
年
金
事
務
所
お
客
様
相
談
室(

保

戸
野)

で
は
、
予
約
制
の
年
金
相
談
を

実
施
し
て
い
ま
す

●
予
約
専
用
番
号

☎
０
５
７
０-

０
５
４-

８
９
０

(

平
日
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分)

７　広報あきた　2020年11月20日号

　

広
面
谷
内
佐
渡
地
区
計
画
の
都
市
計

画
変
更
案(

地
区
施
設
の
公
園
の
一
部
廃

止)

を
お
見
せ
し
ま
す
。

縦
覧
期
間
▼

11
月
24
日
(火)
か
ら
12
月
８
日

(火)
ま
で
の
平
日
、
午
前
８
時
30
分
〜
午

後
５
時
15
分(

縦
覧
期
間
中
に
、
変
更
案

へ
の
意
見
書
を
提
出
で
き
ま
す)

縦
覧
場
所
▼

都
市
計
画
課(

市
役
所
４
階)

ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

◆
広
報
ID
番
号 

１
０
２
６
７
３
６

●
問
い
合
わ
せ　

　

都
市
計
画
課
☎(

８
８
８)

５
７
６
４

　

来
年
度
採
用
予
定
の
職
員
を
１
人
募

集
し
ま
す
。
試
験
区
分
は
情
報
事
務
。

受
験
案
内
書
は
、
大
学
で
配
布
し
て
い

る
ほ
か
、
同
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も

ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

h
ttp

://w
w

w
.akib

i.ac.jp

お
も
な
受
験
資
格
▼

昭
和
41
年
４
月
２
日

以
降
に
生
ま
れ
、
４
年
制
大
学
、
短
期

大
学
、
高
等
専
門
学
校
、
高
校
の
い
ず

れ
か
を
卒
業
、
ま
た
は
今
年
度
中
に
４

年
制
大
学
を
卒
業
見
込
み
の
か
た

受
付
期
間
▼

12
月
15
日
(火)
ま
で

●
問
い
合
わ
せ　

秋
田
公
立
美
術
大
学

事
務
局
総
務
課
☎(

８
８
８)

８
１
０
０

問い合わせ▶子ども総務課☎(888)5687

◆秋田市のワーク･ライフ･バランス推進の取り組
みは、市ホームページをご覧ください。

広報ID番号 1006042

　｢ワーク･ライフ・バランス｣とは、性別や年齢に
関わらず、働くすべての人が仕事と生活の調和を
とりながら、いきいきと健康で心豊かに暮らすと
いう考え方です。
　でも、長時間労働や子育て･介護のダブルケア、
男女の固定的役割分担意識など、さまざまな要因
がその両立を阻

は ば

んでいるケースも…。だれもがや
りがいや充実感を持ちながら働き、仕事上の責務
を果たすとともに、家族や地域との関わり合いや
自己啓発などにかかる個人の時間を持てる健康で
豊かな生活を送るには、ワーク･ライフ･バランス
の実現に向けた取り組みが不可欠です。

　ワーク･ライフ･バランスを推進することで、仕
事のやりがいだけでなく個人のいきがいやよろこ
びが増し、暮らしが充実する一方、企業にとって
も、その価値や生産性の向上につながります。
　そして、仕事と生活が充実することで、相乗効
果(シナジー)を生み出し、｢ワーク･ライフ･シナ
ジー｣による豊かな人生が実現できると考えられて
います。
　｢タイムスケジュールの管理｣｢家事シェア(共
有)｣など、みなさんもご家庭や職場で、できるこ
とから始めてみましょう。

★できることから始めよう！

★いきいきと健康で心豊かな生活のために！

11月20日▶26日

11
月
30
日
は｢

年
金
の
日｣

(

い
い)

　
　(

み
ら
い)

都
市
計
画
の
変
更
案
を

お
見
せ
し
ま
す

秋
田
公
立
美
術
大
学
で
来
年

度
採
用
予
定
の
職
員
を
募
集

生
活
福
祉
資
金
の
貸
し
付
け

の
ご
相
談
に
応
じ
ま
す


